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対人関係の光と影
一「絆」の形成、拒絶、そして崩壊の社会心理学的研究一
本特集は、平成16年度関西大学学部共同研究費の助成を受けて行った共同研究の成果の
公表を目的にしている。
この共同研究班は、産業心理学専攻・教授、高木 修（主たる研究領域・社会心理学、
主たる研究テーマ・対人関係、対人行動）を研究代表者とし、産業心理学専攻・教授、遠
藤由美（社会心理学・社会的認知、自己）、マス・コミュニケーション学専攻・ 助教授、
辻 大介（マス・コミュニケーション学・コミュニケーション論）、産業心理学専攻• 助
教授、池内裕美（杜会心理学・ 心理調査法、喪失論）の計4名で編成された。
近年、少子・高齢化、グローバル化、高度情報化の波はますますその激しさを増し、日
本社会を大きく変貌させている。これに伴い、対人関係の様相、特に、「絆」のあり方も
劇的に変化している。そこで、家族間、夫婦間、友人間、地域住民間などの対人関係にお
ける「絆」にまつわる諸問題を、とりわけ、その形成、拒絶、そして崩壊といった対人関
係の光と影の側面から、社会心理学的に共同研究することを計画した。
具体的には、向社会的行動を通じて高齢者が生きがいや人間関係を獲得する過程、対人
的拒絶、特に、いじめが自尊感情に及ぽす効呆、低関与的人間関係における若者の孤独恐
怖に携帯電話・メールなどが果たす役割、喪失対象が残した「もの」が喪失者に与える心
理的機能のように、「絆」問題を多面的に捉えることにより、現代の複雑で多様化した対
人関係の様相を理解し、「絆」のあり方について提言することを目的とした。
以上の共同研究の内容と目的に基づいて、 4名の研究員は、それぞれ独自の関心から分
担テーマを設定し、研究を展開した。 1年という短い研究期間ではあるが、その間に得ら
れた研究成果を論文のかたちで報告することにした。
特集を鳥諏するために、各論文の要旨を簡単に記すが、詳細には、各論文を読んでいた
だきたい。
高木修• 戸口愛泰（「「絆」の光と影 一「絆」のイメージとその構造に基づく「絆」
尺度の作成ー」）は、分担テーマの研究に取りかかるための準備段階として、近年増加す
る人間関係に関わる社会問題の原因究明と解決への手がかりを得るために人間関係の根幹
ともいえる「絆」に着目した。まず、「絆」についてのイメージや態度を収集し、その内
容分析から 5つのカテゴリーを見出した。そして、それらのカテゴリーに基づいて母子間
の絆態度を測定する尺度を作成し、 194名の母子から得た回答を因子分析にかけ、 4つの
「絆」因子を抽出した。これらの因子の得点と母子関係満足度との関係を分析し、例えば、
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肯定的な情緒的先行要因と自然発生的な安定性認識が母子関係の満足度を向上させること
を明らかにした。
遠藤由美（「自尊感情が社会的排除・拒絶への反応に及ぽす効果」）は、社会的排除と拒
絶への反応に対する自尊感情の影響を検討することを研究目的にした。そのため、研究協
力者の大学生を排除条件と拒絶条件のいずれかに割りあて、主人公が暗黙裏に排除される
か、または参加を希望したのに拒絶されるかのいずれかの仮説的物語を主人公になったつ
もりで読ませた。その後、知覚された受容、感情、状態自尊感情、友人や恋人からの受容
期待に関する種々の質問に回答させた。その結果、自尊感情高群も低群も排除より拒絶に
対してより否定的な反応を示した。しかし、この2群は、排除条件において、友人・恋人
からの受容期待では異なる反応を示した。すなわち、排除条件において自尊感情低群だけ
が、受容期待を低めたのである。このような結果に対して、自尊感情低群の否定的関係的
自己評価の観点から考察を行った。
辻 大介（「つながりの不安と携帯メール」）は、中村 (2003)の指摘する携帯メールと
孤独不安の関連について、実証的検討を行った。 2005年の大学生調査の結果からは、メー
ル利用と孤独不安が互いに互いを高める循環過程の可能性が示唆された。また、 2003年の
全国調査データの再分析結果においては、孤独不安と一般的信頼の間に正の相関が認めら
れた。これは、関係性への敏感さが、一方で社会的知性としての高信頼に、他方で関係性
不安の感じやすさにつながっていると解釈した。
池内裕美（「喪失対象との継続的関係ー形見の心的機能の検討を通して一」）は、我々
が人生の中で、愛する人や大切な所有物、慣れ親しんだ環境、身体の健康など、多くのも
のを失っているので、特に大切な人との死別・離別体験に焦点を当て、喪失対象が残され
た者の心中にいかに内在化され、また形見が悲嘆からの回復にいかなる影響を及ぼすかに
ついて検討した。その結果、女性の方が形見の保持率が高く、形見には残された者の心の
支えとなる反面、回復を困難にするという逆機能が存在することを明らかにした。
4名の研究員は、研究期間が過ぎた現在でも引き続き研究の発展に努めている。その成
果は、学会大会における発表や学術雑誌への投稿という形で報告されるであろう。
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